
なかのしまのぞみだより

・ ３日（火） 節分集会

・ ４日（水） 保護者懇談会（５歳）

・ ５日（木） 保護者懇談会（4歳）

・ ６日（金） 保護者懇談会（３歳）

・ ９日（月） 保護者懇談会（２歳）

・１０日（火） 保護者懇談会（０歳）

・１２日（木） 保護者懇談会（１歳）

★保護者懇談会は全クラスとも

５歳（たいが）保育室で行います。
※室内履きをご持参ください。

★英語（５歳） 10、17、24(火曜)

★体操（4，5歳） 6、13、20、27日 （金曜）

【２月の予定】

年度替わりで各種変更などある方は
担任または事務までお声がけください！
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節分の「鬼への豆まき」の在り方を考えてみる

お誕生日おめでとう！

あゆみ組 １名

ききゅう組 １名

◎次回の災害伝言ダイヤル訓練は4月１日◎

[1月入職 保育士（フリー担当）] 

・信平 裕美（のぶひら ゆみ）

・佐藤 佳乃（さとう よしの）
よろしくお願い
いたします！

2月、３月は開放日

（１日、１５日）

が日曜日なので園

の訓練はお休みで

すが、ぜひご家庭

の中で連絡する練

習をしてみてくだ

さい。その場合は

「被災地番号」に

自宅で決めた番号

を入力します

４月の新年度から、転職したり

部署の異動などがある方もいら

っしゃると思います。

勤務先の電話番号だけが変更に

なる場合も緊急連絡先の修正が

必要になりますので、何か変更

がある方は、必ず担任または

事務までご連絡をいただきます

ようにお願いいたします！

例えば上のイラストを見てどのような感じを受けるのか。「鬼さんがいじめられて可

哀想…」と悲しくなる子、右のイラストを見て「こわい…」と恐怖を感じる子もいる

かしれません。「鬼＝一律悪」という前提で、そういう鬼は集団で攻撃してもいいのだ

というのは、現代的な観点からみると少し気になる部分ではないかと思われます。

そのような状況を踏まえて、今年の節分集会では、行事のねらいを「文化の継承」だけではなく、子どもた

ちにとっての「自己成長の機会」にスポットを当てようと思います。「鬼は（自分の中にある）心の弱さ」と

見立てて、それを外に追い払うというような活動にしてみたいと。自分には、おこりんぼ鬼や泣き虫鬼、いじ

わる鬼など、色々な鬼がいるかもしれないな…ということに何となくに気づいたり、それに向き合ってみたり。

幼児になると、様々な複雑な感情も生まれて、お友達同士のトラブルも増えていきますが、この行事を通して、

自分の心の状態に関心を持ったり、色々なことを感じるきっかけになったらいいなと思います。

保育園の定番行事に「節分の豆まき」があります。当園でも、毎年誰か大人

が鬼の着ぐるみを着て子どもたちを追いかけたり、子どもたちが集団で豆を投げ

つけて「鬼」を退治する、という内容になっていました。

しかし、教育現場では「大勢で一人（鬼役）を攻撃する様子は、現実の世界に

置き換えるといじめにも繋がるところがあるのではないか？とか、トラウマ

になってしまう恐れもあるのでは…などなど、実は色々な議論があるようで、

多くの園で「やり方」についての見直しがされているようです。
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